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11 国際シンポジウム

Evolution, Development and Education of Logic and Sensibility 1:
"Shedding Light on Developing Brain"

開催 日 2010年1月30日

企 画 山本淳 一・皆川泰代(遺伝と発達班)

講演者 Emmanuel Dupoux(Director of Laboratoire de Sciences Cognitives et Psycholinguistique, ENS-EHESS-DEC-CNRS, France)、

Susan Hespos(Associate Proferssor, Psychology Department, Northwestern University, USA)、保前文高(首都大学東京)、

直井望(JST ERATO 岡ノ谷情動情報プロジェクト、京都大学)、太田真理子(遺伝と発達班)、辻井岳雄(脳と進化班)

 2010年1月30日 、三 田 キ ャ ンパ ス東館G-SECLabに おい て

開催 され たGCOE国 際 シ ンポジ ウムで は、 乳幼 児 の脳機 能発

達 研 究 に 取 り組 む 国 内 外 の 研 究 者 達 か、 近 赤 外 線 分 光 法

(NIRS Near-lnfrared Spectroscopy)に よ る脳 機 能計 測 装 置

を使 っ て得 た最新 の成果 を持 ち寄っ た。皆 川泰代 特別研 究准教

授(慶應 義 塾大 学大 学 院社会 学研 究 科 ・CARLS)と 森 浩一氏

(国立 障害者 リハ ビリテー シ ョンセ ンター研 究所)に よる司会

進 行の もと、次 の ような話題が提 供 された(以 下発表順)。

 辻井 岳 雄特 別研 究 准教 授(慶應 義 塾 大学 大 学 院社 会学 研 究

科 ・CARLS)は 、学 童 期 の子 どもが抗 ヒス タ ミ ン薬(Keto-

tlfen)を 服用 した際、記 憶課題 中の前頭 葉の活 動が低 下す る事

を報告 し、NIRS装 置か薬 理効 果 の評価 に応用 可能 な こ とを示

した 太 田真 理子 研 究 員(慶應 義塾 大 学先 導研 究 セ ンター ・

CARLS)は 、 NIRS装 置 で 計 測 した 睡 眠 中 の 自発 的 脳 活 動

(睡眠脳 波 に由来)が 、充分 に大 きな振 幅 成分 を持 ち、刺 激応

答 波 形 の再 現性 を低 下 させ る可 能 性 につ い て報 告 した。Em-

manuel Dupoux氏(ENS・ フ ラ ンス)は 、 隠れ マ ル コフモ テ

ル等の信号処 理 テクニ ノク に基づ く音声学 習 モテルの学 習結果

を、実 際 の乳児 の 発達 テ ー タ と比 較 す る試 み につ い て紹介 し

た 。Susan Hespos氏(Northwestern大 学)は 、 視 覚 タ ス

ク ・運動 タス ク ・聴 覚 タス クといった実 験 タスクの種類 によっ

て、NIRS装 置 で測 った刺 激応 答波形 や その発 達的変 化 に差 異

が あ る こ とを紹介 した。 直井 望 氏(JST ERATO岡 ノ谷 情 動

情報 プ ロジ ェク ト ・京都 大学)は 、NICUと い う特殊 な環境 で

育つ ハ イ リス ク新 生児 の脳 活動 をNIRS装 置 で計 測 し、発 話音

声 に対 す る反応 を正期 産新生 児の それ と比較 した結 果 につ いて

報告 した。保前 文高 氏(首 都大 学東 京)は 、NIRS装 置 に よる

多点計 測テ ー タを使 って生後0～6ヶ 月 の皮 質 間コネ クテ ィウ

ィテ ィの発達 を可視化 す るア イデ ィア を報告 し、 月齢の増 加 と

ともに左 右 半球 間 の連 絡が現 れ て くる様子 を示 した。

 いす れの報 告 も、発達研 究 にお けるNIRS脳 機能 計測の新 し

い応用 可能性 を示す もので あ り、今 後の展 開が期待 され る。同

時 に、 これ らの報告 は、緒 に付 いた ばか りのNIRS脳 機能計測

に解決 すべ き課 題か多 くあ る こと も示 した。全 体 を通 して のデ

ィス カ ノシ ョンで は、 方法論 の標 準化 が期待 され る実情 と新 し

い方法 論の参入 が期待 され る実情 について話 し合 われた。

                      (太田真理子)

The international GCOE symposium was held on January
30,2010.Six researchers from Japan and abroad reported

their latest studies on the neurocogmtive development with

NIRS(Near-lnfrared Spectroscopy)technology
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